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Abstract

ＴｈｅmagneticlocalattractionandhorizontalforceinthecoastofTanegashimawere

investigatedinNovember，1982．Thefollowingresultswereobtaineｄ；

1）Themaximumvalueoflocalattractionis0.94.Ｗ'lyandthemeanabsolutevalueisO､33.in

Tanegashima・TheseｖａｌｕｅｓａｒｅｓｏｍｅｗｈａｔｌｅｓｓｔｈａｎｔｈｅｖaluesinKagoshimaBayandits

vicinityincludingvolcanicstratums・Thereforeitisconsideredthatthereisnoeffectoflocal

attractiononamagneticcompass、

2）Measuringthehorizontalforcewiththelocalattraction，thepartialmagneticanomalies

whichhavealargenorth-and-southcomponentareobserved，wheretherearelittlelocal

attraction、

3）Itisobservedthatlargemagneticanomalieswithirregulardirectionexistinareasofiron

sanddeposits、

4）Inthenorthemregionhavinghardlyironsanddeposits，thereisamagneticanomaly，of

about500nT，whichcoversawidearea．

前報')では鹿児島湾を中心とする鹿児島県の沿岸及び海岸線において偏角測定を行った結
果を述べた．

磁気異常が磁気コンパスに与える影響，つまり地方磁気を論じるには，偏角の測定によっ

て磁気異常の東西成分が磁針に与える効果を測定すればよい．しかし磁気異常の原因や地質

との関連などを検討するには，さらに南北成分も含めて考えることが重要である．そこで今
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回，種子島において水平分力も併せて測定したので，その結果について報告する．

方 法

測定はＦｉｇ．１に示す２８点で行った．測定点は海岸線に近く，人工構造物の影響の小さ

い地点を選んだ．

130.50.Ｅ １３１．００.Ｅ

Fig.１．Distributionoftheobservationpoints．（StationNumber）

偏角の測定は前報で詳述した方法(太陽の磁針方位と計算方位を比較する方法）を用いた．

地方磁気の基準となる偏差の値は，従来日本近海磁針偏差図2)からの読み取りによっていた

が，今回は基準値の正確さを期すために国土地理院による偏角分布の実験式(1)を用いて各測
定点ごとに求めた3)．

Var＝7.5.45'＋21.03'･△‘-5.84'･△入-0.360'･“２

＋0.274'･“･△入-0.470'･△A２……(1)

ただし△‘＝‘-37.N，△入＝八一138｡Ｅ‘，入は度単位で表した緯度，経度

水平分力の測定には水平分力測定器（東京計器HorizontalForcelnstrument）を用いた．

Fig.２はその外観である．本器は磁針の振動周期から水平分力を求めるもので，水平分力
Ｈ（ｎＴ）と周期Ｔ（sec）の間には(2)式の関係がある．
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Ｆｉｇ．２．Horizontalforcelnstrument．

Ｈ＝Ｋ/Ｔ２×105

ただしＫは本器の持つ定数，Ｋ＝2.996

水平分力の標準値も(3)式に示す水平分力分布の実験式を用いて求めた．

Ｈ､Ｆ・＝30055.6,Ｔ-403.04,Ｔ･△‘-99.43,Ｔ･△入-8.213,Ｔ･△め２

＋11.140,Ｔ･△‘･△八一4.747,Ｔ･△入２

ただし△‘，△入は(1)式に同じ

結果及び考察

1１３

……(2)

．…．.(3)

Ｔａｂｌｅｌに測定結果を示す．緯度・経度は国土地理院，１/25,000地形図より読み取った．

Var.,ＳＨ.Ｆ・は前節で述べた計算により求めた偏差，標準水平分力である．Ｌ,Ａ､，

O・ＨＦ・は測定結果から得られた地方磁気，水平分力である．

地方磁気の測定結果をFig.３．に示した．円の直径が地方磁気の大きさを表す．偏東を

示す点と偏西を示す点はほぼ同数で，それぞれ最大値は0.84｡E'1y，0.94。Ｗ'1y，平均値は

0.30.E'1y，0.37.Ｗ'1y，絶対値の平均は0.33°となっている．これは前報で報告した薩摩。

大隅地方における絶対値の平均（火山周辺を含むときが0.59.，含まないときが0.46｡）よ

り小さい．したがって種子島の周囲では全般に地方磁気は小さく，磁気異常が磁気コンパス

に与える影響は少ないと言える．

次に水平分力の測定結果をあわせて検討する．ここで偏角及び水平分力について，測定値

より求めたベクトルと，（１）式，(2)式から計算により求めた標準ベクトルの差を磁気異常ベク

トルとすれば，Ｆｉｇ．４に示したように，これら３つのベクトルで形成される平面三角形を

解くことにより磁気異常の水平成分を求めることができる．

各測点における計算結果をTable２，Fig.５に示す．

種子島の地質図‘lをFig.６に示す．種子島は熊毛層群を基盤として茎永層群，さらに上
中層群が不整合に被う構造になっている．各層が複雑に入り組んでいるかに見えるが，鉛直

断面で見ると全島似通った構造になっている5)．ただし茎永層群は南東部で厚く，北西に行
くに従い薄くなる．これらの層群はいずれも堆積岩層であり，火成岩に比べて帯磁は小さい

と考えられる．

磁気異常を論ずるうえで重要と思われるのは，海岸線付近に形成された海浜砂層と砂丘砂
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Table１．TheobservationresultoflocalattractionandhorizontalforceatTanegashima．
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StationＮｏ．LatitudeLongitude Var・ ＬＡＳ,ＨＦ.(nT）Ｏ､Ｈ,Ｆ,(nT）
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S､Ｈ､Ｆ、：StandardHorizontalForceO・ＨＦ．：ObservationHorizontalForce

Table２．Calculatedvalueofmagneticanomaly．
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ＭＡＨＦ：MagneticAnomaly,HorizontalForce（ｎＴ）
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Fig.３．Distributionofthevalueoflocal
attraction．

○

層である．これらの層内には高着磁率の砂鉄鉱床が分布している6)．砂鉄鉱床では強磁’性を

持つ磁鉄鉱が地表近くで偏在しているため局部的な磁気異常の原因になることが考えられ

る．また沿岸の数個所には海底鉱床も存在する．

これらを踏まえてＦｉｇ．５を検討するといくつかの点が指摘できる．まず磁気異常が

1,000,Ｔ前後の目立って大きな３点（Ｎｏ．７，Ｎｏ．１２，Ｎｏ．２３）はすべて砂鉄鉱床上にあり，

その方向は一定ではない．これは測定点付近に独立した磁気異常が存在することを示してい

る．また他の鉱床存在区域にも方向が不定である比較的大きな磁気異常が認められる．

Ｎｏ．１１～13,Ｎｏ．１５～17,Ｎｏ．１９～２１などの地域では，局部的な磁気異常によると考え

られる分布が見られた．

Ｆｉｇ．４．Thetriangleofthe
threemagneticvectors．
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1982年11月に種子島において地方磁気及び水平分力の陸上測定を行い．次のような結果を

得た．

1.地方磁気の測定結果は，偏東の最大値が0.84.,偏西の最大値が0.94.,絶対値の平均が

0.33.であった．これは火山性地質の多い薩摩・大隅地方の平均より小さい値だった．よっ

て磁気コンパスへの実用上の影響は少ないと考えられる．

2.地方磁気と同時に水平分力を測定することにより，地方磁気が小さい所でも南北成分が大

である局部的磁気異常が認められた．

3.砂鉄鉱床上には方向不定の比較的大きな磁気異常が存在した．

約

Ｆｉｇ．５．Distributionofthemagnet1cFig，６．GeologicalmapofTanegashima・
anomalyvecters・

Ｎｏ．２５～Ｎｏ．２８を中心とする北部の地域には，広範囲にわたって北向きの同一傾向の磁

気異常がある．この地域には砂鉄鉱床が少なく，磁気異常の要因としては北西部のみに細長

く分布する火成岩，Camptonite（熊毛みかげ）層7'8)の影響が考えられるが，結論はより詳
細な調査に待ちたい．

要
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4.北部地域で砂鉄鉱床以外の要因によると考えられる，比較的広範囲の磁気異常が認められ

た．
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